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令和３年度宇宙産業プログラムに関する事業評価検討会（第１回） 

議事録 

 

 

１．日 時  ２０２２年１月１４日（金） １３：３０～１８：００ 

 

２．場 所  オンライン 

 

３．出席者   

（検討会委員）［敬称略・五十音順、※は座長］ 

   大貫 美鈴   スパークス・イノベーション・フォー・フューチャー株式会社 

シニアバイスプレジデント 

木村 真一   東京理科大学 理工学部 電気電子情報工学科 教授 

白坂 成功   慶應義塾大学大学院 システムデザイン・マネジメント研究科 

        教授 

※建石 隆太郎  千葉大学 環境リモートセンシング研究センター 名誉教授  

三宅 弘晃   東京都市大学 理工学部 教授 

 

（研究開発実施者）  

  名取 佑多朗 一般社団法人環境共創イニシアチブ 事業推進部 

  野中 聡   国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構 宇宙科学研究所 准教授 

  桜井 康行  国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構 研究開発部門 

主任研究開発員 

  丸山 拓馬  国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構 宇宙科学研究所 

  稲川 貴大  インターステラテクノロジズ株式会社 代表取締役社長 

  植松 千春  インターステラテクノロジズ株式会社 社長室 室長 

  金井 竜一朗 インターステラテクノロジズ株式会社  

開発部推進 Gr サブリーダー 

  栗原 和宏  インターステラテクノロジズ株式会社 監査役 

梅里 眞弘  一般財団法人宇宙システム開発利用推進機構 

衛星観測事業本部 技術開発部 担当部長 

岡 範全   一般財団法人宇宙システム開発利用推進機構 

衛星観測事業本部 技術開発部 担当部長 

鹿志村 修  一般財団法人宇宙システム開発利用推進機構 

衛星観測事業本部 本部長 

  佐々木 謙治 一般財団法人宇宙システム開発利用推進機構 衛星観測事業本部 

技術開発部 部長 

  伊地智 幸一 一般財団法人宇宙システム開発利用推進機構 技術参与(技術開発担当) 

  町田 宏隆  一般財団法人宇宙システム開発利用推進機構 衛星観測事業本部 
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技術開発部 総括主任研究員 

         さくらインターネット株式会社 

          一般財団法人 日本宇宙フォーラム 

 

 （事務局） 

   製造産業局 宇宙産業室 

          室長 都築 直史 

          室長補佐 伊奈 康二 

          室長補佐 八木 裕輔 

          係長 佐藤 翔 

          係長 水上 智弘 

          係長 大池 里奈 

          係員 早馬 遥 

 

  （評価推進部署） 

    産業技術環境局 研究開発課 技術評価室 

          技術開発専門職 横瀬 栄二 

 

 

４．配布資料 

資料１ 令和３年度宇宙産業プログラムに関する事業評価検討会 委員名簿 

資料２ 研究開発評価に係る委員会等の公開について 

資料３ 経済産業省における研究開発評価について 

資料４ 評価方法（案） 

資料５ 評価コメント及び評点票 

資料６ 技術評価報告書の構成（案） 

資料７－１ 宇宙産業プログラム評価用資料 

資料７－２ 「宇宙産業技術情報基盤整備研究開発事業（軌道上実証事業）」プロジェクト評

価用資料（中間評価） 

資料７－３ 「宇宙産業技術情報基盤整備研究開発事業(民生品を活用した宇宙機器の軌道上

実証)」プロジェクト評価用資料（終了時評価） 

資料７－４ 「宇宙産業技術情報基盤整備研究開発事業（宇宙の極限環境に適応する民生品の

活用に関する研究開発）」プロジェクト評価用資料（終了時評価） 

資料７－５ 「石油資源を遠隔探知するためのハイパースペクトルセンサの研究開発事業費」

プロジェクト評価用資料（中間評価） 

資料７－６ 「宇宙太陽光発電における無線送受電技術の高効率化に向けた研究開発事業委託

費」プロジェクト評価用資料（中間評価） 

資料７－７ 「政府衛星データのオープン＆フリー化及びデータ利用環境整備事業費」プロジ

ェクト評価用資料（終了時評価） 

資料７－８ 「衛星データ統合活用実証事業費」プロジェクト評価用資料（終了時評価） 
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資料８－１ 宇宙産業プログラム補足説明資料 

資料８－２ 宇宙産業技術情報基盤整備研究開発事業（軌道上実証事業）（中間評価）補足説

明資料 

資料８－３ 宇宙産業技術情報基盤整備研究開発事業(民生品を活用した宇宙機器の軌道上

実証)（終了時評価）補足説明資料 

資料８－４ 宇宙産業技術情報基盤整備研究開発事業（宇宙の極限環境に適応する民生品の

活用に関する研究開発）（終了時評価）補足説明資料 

資料８－５ 石油資源を遠隔探知するためのハイパースペクトルセンサの研究開発事業費

（中間評価）補足説明資料 

資料８－６ 宇宙太陽光発電における無線送受電技術の高効率化に向けた研究開発事業委託

費（中間評価）補足説明資料 

資料８－７ 政府衛星データのオープン＆フリー化及びデータ利用環境整備事業費（終了時

評価）補足説明資料 

資料８－８ 衛星データ統合活用実証事業費（終了時評価）補足説明資料 

質問票 

 

参考資料１ 宇宙基本計画（令和２年６月３０日閣議決定） 

参考資料２ 宇宙産業ビジョン２０３０（平成２９年５月２９日，宇宙政策委員会） 

参考資料３ 宇宙産業プログラムに関する施策・事業評価報告書（平成３１年１月）抜粋 

 

 

５．議事 

（１）開会 

事務局から、出席委員・事務局・オブザーバーの紹介が行われた。 

  委員の互選によって、建石委員が本検討会の座長に選出された。 

 

（２）研究開発評価に係る委員会等の公開について 

  事務局から、評価検討会の公開について説明がなされた後、本評価検討会について、会

議、配布資料、議事録及び議事要旨を公開とすることが了承された。 

 

（３）経済産業省における研究開発評価について 

   評価推進部署から「資料３ 経済産業省における研究開発評価について」により、説

明がなされた。 

 

（４）事業の概要について 

  事務局から資料５、事務局及び実施者から、「資料８－１」から「資料８－８」に沿 って

それぞれ説明があり、以下の質疑応答がなされた。 

 

① 宇宙産業プログラム 

 【建石座長】 ありがとうございました。では、ご説明いただきました「事業の概要」に
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ついて、ご意見・ご質問等がございましたら、お願いします。 

【大貫委員】 全体に関わることで、今、全体に対して御報告を受けたのですが、３年間

ということだったのですけれども、今、世界的に事業環境のスピード感というのが、特に

この３年間も含めて大きく加速して変わってきているというのがあると思う中、目標設

定の目標は、年度ごとの見直しですとかそういったことは行われてきたのでしょうか。

それとも、もともとの目標のまま、それが達成されていれば達成ということで、目標設定

の部分は動かさないでこの３年間というのを通してやってきたのか、その辺りのことを

教えていただければと思います。 

【事務局】 事務局から御回答させていただきます。御質問ありがとうございます。 

 基本的に、冒頭立てたアウトカム、アウトプットというのは大きく変更せず、ここまで

来ているところでございます。 

一方、例えばＳＥＲＶＩＳプロジェクトにおいては、当該事業の中で３つ、プロジェクト

が分かれているような事業もございますので、この辺りは皆様の御意見をいただきなが

ら、適切なアウトプット、アウトカムの設定または変更を柔軟にやっていくことが重要

だと考えておりまして、御回答としては、今直している状況ではないのですけれども、そ

ういった時代の変化に合わせたアウトプット、アウトカムの設定または変更というのは

必要であると考えている次第でございます。 

【大貫委員】 どうもありがとうございました。 

 

 

② 宇宙産業技術情報基盤整備研究開発事業（軌道上実証事業） 

  【建石座長】 どうもありがとうございました。それでは、ただいまの御説明に質問、御

意見はございますでしょうか。挙手ボタンをお願いいたします。 

【木村委員】 御説明ありがとうございます。今の説明と、事務局に対しての質問が１点

ずつございます。 

今の説明について、41 ページのところで確認なのですけれども、最初のグループにつ

いては 2019 年から 2021 年までということになっていて、2021 年度にＦＭ試験・打ち上

げということが軌道上実証は書かれています。今回の説明では触れられていなかったの

ですけれども、ここのステートメントについて教えていただきたい。ステータスはどのよ

うになっているかということについて教えていただきたいというのが１点です。 

もう一点、先ほどのお話の中で、ASTROFLASHさんについては、採択されたのだけれども、

独自の路線で考えられるということで、一旦クローズしたというようなお話を伺ったと

思うのですが、この図の上では継続している形で書かれていて、2023 年まで引っ張られ

ているようなのですけれども、その辺りについて御説明をお願いしたいということです。 

 あと、事務局にむしろ質問なのだと思うのですけれども、今回の評価対象は、2019 年

から 2020 年までという理解をしているのですが、今、もう 2021 年度に突入していて、

作業を進められていると思うのですが、評価として 2020年度までの進行状況を我々は評

価する、2021 年度の活動については、評価対象としないという理解でよろしいでしょう

か。 

 以上３点、お願いいたします。 
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【事務局】 まず最初に事務局から御回答させていただければと思います。技術評価室様

にも補足いただければと思いますが、資料の説明上、2021 年度までの目標も含めて一

連御説明申し上げておりますけれども、評価につきましては 2020 年度まででお願いで

きればと思います。技術評価室様、認識は合っておりますでしょうか。 

【技術評価推進部署】 結構でございます。プログラムの評価を３年ごとにやっていると

いうこともございまして、今回の中間評価は 2018 年から 2020 年までの３年間が対象と

いうことで、各事業に関しましては、そこら辺の入り繰りはありますけれども、その部分

を見ていただくということで結構でございます。 

【木村委員】 確認なのですけれども、そうしますと、今御説明いただいた事業について

は、アウトカムについては評価項目から外れるという認識でよろしいでしょうか。 

【技術評価推進部署】 その意味では、アウトカム自体、実際にはこれからの話ですから、

確定部分はないはずなので、あくまでも、今説明されているアウトカムが現実の進捗状

況から見て、言ってしまえば、実現可能性的に問題ないかどうか、そこら辺のところに関

して、サジェスチョンいただいたり、もう少し見直したほうがいいのではないかという

形で御評価いただければと思います。 

【木村委員】分かりました。 

【研究開発実施者（一般社団法人環境共創イニシアチブ）】 ＳＩＩの名取ですが、よろし

いでしょうか。先ほどの木村先生の御質問で、１番の打ち上げが本来、2021年度で、今、

どうなっているのかというところが御質問としてあったと認識しているのですが、これ

は、2020年度までＳＩＩのほうで実証していたので、2021年度の現状についてはいかが

でしょうか。 

【事務局】 事務局の佐藤です。こちらは、事業者が 2021年度に替わられておりますの

で、事務局のほうから御回答できればと思います。 

 足元、確定情報としては、どのような打ち上げの確保、どれぐらい遅れているかという

のは、まだ見通しが分からないということで報告を受けている状況でございます。ここ

について、予算の繰越しや計画の変更などが必要かということについては、現状、精査を

行っているところでして、今、明示的に御回答できない部分がございます。 

【木村委員】 ありがとうございます。2020年度までの事業の評価ではあるのですけれど

も、それが現時点としてどうなっているか。例えば、恐らくコロナの影響等もあって、い

ろいろな予期しないことも入ってきていると思うのですけれども、そういう状況の中で、

これらの事業が今どういうステータスにあるかというのは、情報としては入れたほうが

よいのかなと思いました。 

 現実問題としては、今、打ち上がっているわけではないという認識はよろしいのです

ね。 

【事務局】 そのとおりでございます。確実な情報等について、個別の事業者の情報とい

うことでもございますので、また改めて情報整理の上、委員の皆様には御説明できれば

と思っております。 

【木村委員】 分かりました。この打ち上げ及び実証というところは、あくまでも事業者

のほうの作業というかテリトリーになるという認識なのですね。 

【事務局】 はい。 
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【木村委員】 了解しました。ありがとうございます。あと、ASTROFLASH さんの件はど

うでしょうか。 

【研究開発実施者（一般社団法人環境共創イニシアチブ）】 そちらに関しては、ＳＩＩ

の名取から御回答申し上げます。 

 ASTROFLASH さんに関しましては、できたばかりのベンチャー企業さんということもあ

りまして、補助事業への参画というものは 2020年度で一旦終わられたものの、自社プロ

ジェクトとしては継続をされていると伺っております。補助の枠組みから外れて、私ど

も事務局ではない部分もありまして、現在のスケジュールがこのオンタイムに乗ってい

るものであるかというのは確実にお答えできるところではありませんけれども、自主事

業としてこのプロジェクトを継続されていると伺っておりまして、この視覚で楽しむ衛

星の実現に向けた活動を行っていらっしゃるのは変わりないと聞いております。以上で

す。 

【木村委員】 ありがとうございました。了解しました。 

【建石座長】 次に、三宅委員、御質問をお願いします。 

【三宅委員】 三宅でございます。質問させていただきます。御説明ありがとうございま

した。まず最初に、木村先生からの御質問もありました ASTROFLASHさんのところで、ち

ょっと私の理解が及んでいないので、もう一度教えていただきたいのですけれども、2020

年度までのもので評価するというのは承知はしたのですが、その先のアウトカムは確か

に定まっていないといえば定まっていないのだけれども、そこへ目指して、今どういう

現状で、どうなっているのか、それが実現可能なのかを評価するといったときに、辞退さ

れてしまうと、それが継続できるか不透明なのだから、そういう審査はなかなか難しい

のではないかという気がしたのですけれども、それは自社事業で進めたとしても、ここ

に示されているアウトカムが得られると推定して判断していけばよろしいのでしょうか。

まず、これは事務局への質問になると思います。 

【事務局】 事務局でございます。もともと 2020年度については、ASTROFLASHさんの事

業計画を基に事業採択をしたところでございますので、それが 2021年度までかけて、結

果が得られるということを見越して採択したところでございます。 

 一方、2020年度については、2021年度の実証に向けまして、着実な開発は行っていた

だいたと考えておりまして、現状、ないしはそれを見越して、委員の皆様には御判断いた

だければと考えております。 

【三宅委員】 承知しました。ありがとうございます。 

 あともう一、二点あるのですが、これは環境共創イニシアチブ様への質問となるのです

けれども、私たちはこの御提示されている資料を用いて、このプロジェクトが今どうい

う現状なのかというのを判断して、評価をさせていただくということになると思うので

すが、正直、ちょっと厳しい言い方をさせていただくかもしれませんが、現状どうなのと

いうところが、33 ページとか 41 ページの線表みたいなものでしか示されていないよう

にお見受けするのですが、この点はいかがでしょうか。細かいところまで書けというこ

とが正しいことかは分かりませんが、これだと、各項目においてあまり示されていない

というような気がいたしましたので、ちょっと確認の意味も込めて、まず質問させてい

ただきました。この点いかがでしょうか。よろしくお願いいたします。 
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【研究開発実施者（一般社団法人環境共創イニシアチブ）】 環境共創イニシアチブの名

取です。三宅先生の御指摘はごもっともであると思います。 

 私どもは 2018、2019年度、ＳＩＩという立場で事業に事務局を置いているのですけれ

ども、2021 年度は別の事務局でやっているということもありまして、私どもが採択した

段階での状況のみ記載しているというところから、非常に大まかなくくり、大きなマイ

ルストーンしか記載していないところなので、先生方にこれで御評価をお願いするのは

大変心苦しいところであるなとは考えております。 

 特に本年は、先ほど経産省の佐藤様からもございましたけれども、コロナであったり、

半導体不足もありますし、このプロジェクトそれぞれが、最初にも申し上げたのですが、

自社でどのビークルで打ち上げるか選定できるという珍しいプロジェクトになっていま

して、ただ、こういったベンチャー企業さんであったりするので、メインペイロードでは

ないために、メインペイロードの事情によって打ち上げがずれてしまったりとか、そう

いった苦労はなさっているところだと思います。 

 なので、2021 年に本来成果が出るべきところがどうなっているのだという、先ほどの

木村先生からの御質問も含めて、必要であれば、そういった追加の資料を用意できるの

か、すみません、制度的に分かりかねるのですが、書き込むべきであったと反省をしてい

るところでございます。 

【三宅委員】 そうですね。なかなか難しい御事情は私も分かっているつもりではあるの

ですが、評価をするに当たっては、少し情報が不足しているという感は正直否めないか

なと私個人は思っております。どうもありがとうございました。 

 

 

③ 宇宙産業技術情報基盤整備研究開発事業(民生品を活用した宇宙機器の軌道上実証) 

  【建石座長】 どうもありがとうございました。それでは、ただいまの御説明に質問、御

意見はございますでしょうか。挙手ボタンをお願いいたします。 

【大貫委員】 それでは、ちょっと私のほうから手短に。いろいろな評価委員会を設けて、

その都度、開発を進めているという体制でやられているかと思うのですけれども、一方、

その中で、安全保障に関わる機微な技術というのもありつつ、評価のときには、当事者間

だけではなくて外部評価の委員なり、外部の目を入れているかどうかということをお伺

いできればと思います。 

【建石座長】 代表者の方、お願いいたします。 

【研究開発実施者（国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構）】 ＪＡＸＡのほうから回

答してもよろしいでしょうか。 

【建石座長】 お願いいたします。 

【研究開発実施者（国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構）】 ＪＡＸＡで行っており

ました自律飛行安全の研究開発に関しましては、ありがとうございます、この 15ページ

の技術評価委員会におきまして、ＪＡＸＡ外の委員、民間企業の委員さんや大学の委員

さんから御指摘を受ける場を設けておりました。なので、外部からの目はきちんとあっ

たというように認識しております。 

 このような形でよろしいでしょうか。 
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【大貫委員】 どうもありがとうございました。 

【研究開発実施者（インターステラテクノロジズ）】 インターステラテクノロジズの稲

川です。我々の技術評価委員会に関しましても、大学の先生、そしてＪＡＸＡの方に入っ

ていただいたというところになります。以上です。 

【建石座長】 それでは、白坂委員、質問をお願いいたします。 

【白坂委員】 慶應、白坂です。すみません、手短に。25 ページのところをちょっと教

えていただきたいのですが、これはどこの範囲に対する指摘を書かれているのですか。

全体なのでしょうか。衛星データ活用スキル習得等、対処方針のところは全く関係ない

ものが書いてあるので、この指摘事項自体はどこの範囲に対する指摘と対処方針のこと

を書いているのか、ちょっと位置づけを教えてもらいたかったのですが。 

【事務局】 前回、2018 年の中間評価における本事業に対する提言と受け止めて記載し

ております。 

【白坂委員】 今お話しいただいたところで、衛星データ活用スキル習得機会の拡大と

か、マッチング支援とか、この対処方針は今の発表の範囲内のどこかにあったのでした

っけ。 

【事務局】 すみません、こちらは当方による誤記でございまして、後日修正させていた

だければと思います。 

【白坂委員】 分かりました。お願いいたします。 

 

 

④ 宇宙産業技術情報基盤整備研究開発事業（宇宙の極限環境に適応する民生品の活用に関

する研究開発） 

  【建石座長】 どうもありがとうございました。それでは、ただいまの御説明に質問、御

意見はございますでしょうか。挙手ボタンをお願いいたします。 

【三宅委員】 ありがとうございました。ちょっと質問をさせていただきたいと思いま

す。12 ページで②の項目、ａ、ｂ、こちらが結果的には、ＦＭの開発をしないというよ

うなことを言われているのですけれども、もうちょっとこの辺を具体的に教えていただ

くことはできますでしょうか。これを見る限りですと、装置は全体として衛星バス機能

に合わせたというような表記があって、それは当然のことなので、それだけでＦＭの開

発をしないというのが、何となくぴんとこないというか、感じましたので、もし補足説明

いただけるとありがたいです。 

【研究開発実施者（一般財団法人宇宙システム開発利用推進機構）】 代わりまして、岡

と申します。今御質問いただいた件については、この以前の時期に２号機まで打ち上げ

て実証しておりますけれども、引き続いてこの期間に、この事業の中で実証衛星３号機

を打ち上げる予定で計画を進めておりました。それに伴って、このトランスポンダと電

力制御器はそれを前提に開発したということもございまして、途中で３号機の開発につ

いては終了しましたので、それ以外の下のｃ、ｄ、ｅについては引き続き実証までやろう

ということと、ａ、ｂについてはここで必要な知見は得られたので終了すると、そういう

判断が行われた結果です。 

【三宅委員】 了解です。ありがとうございます。 
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⑤ 石油資源を遠隔探知するためのハイパースペクトルセンサの研究開発事業費 

  【建石座長】 ありがとうございました。ただいまの御説明に質問、御意見はございま

すでしょうか。ご意見・ご質問等がございましたら、挙手ボタンをお願いいたします。 

【木村委員】 実際にテータが取れて、公開できるようになってきたということで、喜ば

しいことだと思います。すばらしいと思います。この運用していく中で、解析とか運用の

自動化とか、その辺のソフトウエア系も整備されていったと今回説明いただいたと思う

のですけれども、これらはもともと何らかのプラットフォームを活用されたものなのか

ということと、これらを公開していく、あるいは資産？として汎用化できるようなもの

でしょうか。 

【研究開発実施者（一般財団法人宇宙システム開発利用推進機構）】 ありがとうござい

ます。当初、衛星搭載を予定しておりましたが、ＩＳＳ搭載に変更となりました。ＪＳＳ

としては、ＩＳＳ搭載の運用は JAXAからの支援をいただいてはおりますが初めての経験

です。ASTERでの経験やノウハウを元に開発・整備は行っておりますが、ハイパースペク

トルセンサは日本初でもあり汎用的なものには現段階ではなっておりません。 

【木村委員】 分かりました。ありがとうございます。 

 

 

⑥ 宇宙太陽光発電における無線送受電技術の高効率化に向けた研究開発事業委託費 

  【建石座長】 どうもありがとうございました。それでは、ただいまの御説明に質問、御

意見はございますでしょうか。挙手ボタンをお願いいたします。 

【木村委員】 ありがとうございます。すみません、ちょっとシステム的なところを確認

させていただきたいと思うのですけれども、19 ページの図で、パネルで送電を行うとい

うことから、地球指向になるということですね。なので、太陽電池は両面に搭載しなけれ

ばならないというお話だったのですけれども、これは太陽指向ではなく、両面搭載があ

りきということでシステムをデザインされているのでしょうか。 

 そのときに、廃熱が非常に問題になるのではないかと思うのですけれども、その点はシ

ステム的には成立するという理解でよろしいのでしょうか。この２点です。 

【研究開発実施者（一般財団法人宇宙システム開発利用推進機構）】 

 ありがとうございます。まず、送電面を常に地球に向けるために、地球を指向するよう

にしておりまして、重力傾斜姿勢安定によって送電アンテナが常に地球を向くというよ

うなシステム設計になっております。 

 それから、２つ目の質問についてでございますが、熱的のところにつきましては、今ま

だ効率が 60％というところでございますけれども、これが最終的には、最後のページに

ロードマップがあったと思いますが、送電部の変換効率 80％ということが前提にはなっ

ておりますが、その状態でございますと、熱的なところは平衡すると。むしろ、若干低め

の感じになるというような試算結果になっております。 

【木村委員】 ありがとうございます。了解しました。80％を実現できれば成立するとい

うことですね。 
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【研究開発実施者（一般財団法人宇宙システム開発利用推進機構）】はい、そうです。 

【木村委員】 ありがとうございます。 

【建石座長】 ほかに御質問ございますでしょうか。 

 私から１点だけ確認させていただきます。現在の総合効率と、それから達成した、例え

ば 2050年度達成している目標の最終的な総合効率の数字を教えていただけますか。 

【研究開発実施者（一般財団法人宇宙システム開発利用推進機構）】 

一番最後の 34ページにロードマップがあるのですけれども、この上から２段目のとこ

ろに、送電部総合効率というのと受電部総合効率というのがあります。現在のところで

は、送電部効率が 60％、受電部効率も約 60％になっていると思いますが、これが 60％、

70％、80％ということで、2050年にはそれぞれ 80％になるというような、それぐらいの

目標で今進めているところでございます。 

【建石座長】  ほかにございますか。――それでは、御質問を終わります。 

 

 

⑦ 政府衛星データのオープン＆フリー化及びデータ利用環境整備事業費 

  【建石座長】 ありがとうございます。それでは、ただいまの説明に関して、御意見、御

質問がございましたら、挙手ボタンでお願いいたします。 

 私から１件。この Tellusというのは、既に一般公開されているわけですね。 

【事務局】 はい、御認識のとおりです。 

【建石座長】 そうしましたら、委員の皆様にもちょっと見ていただきたいので、そのサ

イトを後日、事務局を通して送っていただけますか。 

【事務局】 かしこまりました。 

【建石座長】 ほかに御質問ございますか。お２人。三宅委員、お願いいたします。 

【三宅委員】 それでは、質問させていただきます。Tellus は、私も実は末端ユーザと

して使わせていただいているところがありますので、大変とてもよいシステムだなと思

っているところではあるのですけれども、難しいとは思うのですが、現状、どの程度事業

活用に使われているのかなというのは把握されていらっしゃいますでしょうか。 

【事務局】 事業体系の前に何と言ったか、もう一度教えてください。 

【三宅委員】 どの程度事業活用、この Tellusを使われているのかというのは把握され

ていらっしゃいますかという質問です。 

【事務局】 現時点で事業として利用しているところは非常に少なくて、例えば akippa

株式会社という企業が Tellus上で、TellusＶＰＬというアプリケーションを開発してお

り、先日、一般公開していただいたところです。akippa 株式会社はタイムズさんのよう

に駐車場を提供している企業にあたるのですが、シェアリングエコノミーで駐車場の提

供を行っております。15 分単位で、空き地をシェアリングエコノミーで使わせていただ

くというビジネスモデルで事業されており、その駐車場候補地の絞り込みに関して、

Tellus を使っていらっしゃいます。衛星データとＡＩを用いて、自動的に駐車場の候補

となるところをピックアップして、そこに優先的に営業をかけていくと。人の足に頼ら

ず、衛星データを使って効率的にビジネスを行っています。こういったビジネスが始ま

っているのですけれども、まだまだ芽吹き出しているところなので、今後、経済産業省と
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しても、実証事業を実施し、こういった事例を増やしていきたいと思っております。 

【三宅委員】 こういうのがどんどん活用されないと、先ほどおっしゃられた 3,400 億

円という経済効果というか、これを使った経済効果とおっしゃっているのかがちょっと

不明なのですけれども、そこまでなかなか行かないのではないかと思うので、ぜひその

辺りもこれからも御支援いただけるといいのではないかと思いました。以上です。 

【事務局】 ありがとうございます。 

【建石座長】 それでは、白坂委員、お願いいたします。 

【白坂委員】 御説明ありがとうございます。この３か年終わって、すばらしい成果を上

げてきているなと思っております。 

 ちょっと２点ありまして、１点目が、16ページの、先ほどちょっと話が出ました 3,400

億円の話なのですが、先ほどトップダウンの話とボトムアップの話があったかと思うの

ですが、その辺りをどう計算してこれぐらいになっているのかみたいなことというのは、

別途資料でも全然構わないのですけれども、開示というか、我々が見ることは可能でし

ょうか。 

【事務局】 可能です。 

【白坂委員】 分かりました。ありがとうございます。では、ぜひそれを。 

【事務局】 後ほど事務局として送らせていただきます。 

【白坂委員】 ありがとうございます。そうしていただけると助かります。 

 ２点目なのですけれども、もう一方で、これは 2018年当時の現状が、市場環境という

か、特にコンピュテーション環境ですとかがかなり変わってきているので、そもそもの

事業目的のときに設定した、衛星データの産業利用が限定的である理由というのが、も

う成立していないものが幾つか出てきていると私は認識しているのですけれども、今回

は、あくまでもその当時の目的というものがあって、その上での評価と考えておけばよ

ろしいですか。 

【事務局】 ありがとうございます。そのような認識で大丈夫です。 

 他方、おっしゃるとおり、2018年当時というのは、Tellusとはこうでなければならな

いといった明確な定義をしなかったというのが、当時の検討会での結果になっておりま

す。開発物そのものに流動性を持たせて、Tellus はこういうものです、こうしてくださ

いというところは決定していないのです。大まかにこういったものという方針は決まっ

ていて、細かいところというのはそれぞれのアドバイザリー委員会のほうで、３年間の

情勢の変化を酌み取り、ユーザのニーズ等を把握しながら徐々に変えていきながら、遅

れが少ないように開発していったという経緯があります。 

【白坂委員】 なるほど。ただ、今後はもう民間移管されてしまうと、基本的は民間側で

判断する形にはなるということなのですよね。多分、今回の評価には直接関係なくなっ

てくるのだと思うのですが。 

【事務局】 そうですね。運営のほうは民間に移管することになると思うのですけれど

も、今後、利用実証や、先ほど説明しましたが、まだビジネスとしての数が足りないの

で、そういったところの実証ということで、予算的支援等を行っていきたいと思ってお

ります。 

【白坂委員】 分かりました。何となく、この３年間の成果を見ていると、このデータに
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対するハードルを下げて、それに興味を持つ人たちをすごく増やしてきてくださってい

て、衛星データ利用を広げるというものをすごく押しているのがこの Tellusだったと思

うのですけれども、コンピュテーションの難しさ、データ量の扱いの難しさみたいなも

のも、今、クラウドでほとんどなくなってしまったので、高価なソフトウエアの点も、今

あまりそんなこともなくなってしまったので、全然違うと言ったらあれですね。今回分

かってきた範囲の中の方向性で、Tellus はもっともっと強い成果を上げられる方向が明

確になってきているのかなと思っていたので、本当はこの先、そういったところにより

注力していけると、今回提供したものが、つくったものが、より成果を生むだろうと。 

 ただ、そのときには、このアウトカム目標みたいなものが、当時はこういったアプリケ

ーションをつくる人たちそのものを増やすということが目的だったのですが、多分、こ

の先は、入り口に入る人たちが少ないと、成功者も絶対的に少なくなるので、そこのハー

ドルを思い切り下げる方向に持っていけば、ここの貢献度というのがダイレクトにはこ

の数字には出てきづらくなってくるかもしれないけれども、すごく大きな成果になるの

ではないかなというのを期待したので、そういった意味では、今回はあくまでも最初の

規定の中で評価をする。その先の話は、今回の範囲外ということで、評価の対象ではない

ということで認識しました。ありがとうございます。 

【事務局】 ありがとうございます。 

 

 

⑧ 衛星データ統合活用実証事業費 

 【建石座長】 どうもありがとうございました。それでは、ただいまの御説明に質問、御意

見はございますでしょうか。挙手ボタンをお願いいたします。よろしいですか。 

 それでは、私から、これは意見ですけれども、今回、研究開発項目を５件選ばれました

が、非常に面白く報告を聞かせていただきました。いろいろな分野で、うまく選ばれたな

と。将来に与える影響は非常に大きいのではないかという印象を受けました。 

 １つ、これも個人的な感想なのですけれども、２番目の林業への応用みたいな話で、こ

の事業の枠組みの中では、このテーマ、この目標設定で結構だと私は思います。ただ、こ

れに付随して感じたことは、今、日本の林業というのは、これから盛り立てていかなくて

はいけない状況にあるわけです。いろいろな人がそういうことに関心を持っていて、私

は林野庁のポリシーは知りませんけれども、もし林野庁とか都道府県の森林組合とかを

巻き込んで衛星データを使って森林を管理するようなことが将来できれば、これはポテ

ンシャルが大きいなと感じました。というのは、そういう技術はあっても、今、ほとんど

利用されていないですね。 

 何か御質問ございますでしょうか。白坂委員、お願いいたします。 

【白坂委員】 ありがとうございます。私もすごく面白い実証が幾つも並んでいるなと思

って聞いておりました。ただ、ちょっと１点だけ気になるところがありまして、というの

は、そもそも、我々、衛星データ活用が課題だというのを産業ビジョン等でつくったとき

にも議論したわけですけれども、今は、例えばＪＡＸＡさんがつくってくださった衛星

というのは、技術開発そのものにお金をつけていて、本来の産業というものは、利用者が

いて、利用者のお金が回ってくることによって、そのお金を使って次のものがつくれる



 13 

ようになっていくのが産業であるというふうな概念で捉えていました。 

 そのときに、今回の例でいうと、送電線の電力インフラで、オープン＆フリーでコスト

が下がるといいというような考察は、ちょっと手前過ぎるかなという気がしていまして、

オープン＆フリーだったら使えるということは、基本的には、衛星をつくるためのお金

がそのサービスからは得られないということになってしまうので、これぐらい安くなれ

ばいいとか、安くなっていくともちろんできていくというような考察に本来はしていた

だいて、どれぐらいまで下がっていけばいいのかという、そもそもデータが無料という

ことは本来衛星コストがある限りにおいてはゼロには絶対ならないものなので、オープ

ン＆フリーの取組だと成立するというのだと、やはり産業化に対する貢献度がすごく下

がってしまう、もったいない言い方になってしまうので、これは多分言い方の問題もか

なり大きいと思うので、産業化というものを考えるときには、やはり産業につながるよ

うな書き方をしておいていただいたほうが適切な評価になるのではないかと思いました。 

 すみません、コメントですが、以上です。 

【事務局】 御指摘ありがとうございます。確かにそれぞれの事業で幾らぐらい下がれば

いいといったことを提案いただいているところもあったので、そういったところも踏ま

えて、記載ぶりを修正させていただければと思います。 

 関西電力のところは、費用対効果ということで非常に分かりやすい例として挙げさせ

ていただいたので、コストのところももう少し細かい記載もあったので、そういったと

ころも踏まえて書きぶりの修正、またほかの事業のほうがより適正なものであれば、そ

の事業に書き換えたり追記させていただければと思います。 

【白坂委員】 ありがとうございます。よろしくお願いいたします。 

【建石座長】 御質問よろしいでしょうか。ないようですね。 

 

 

（５）評価の方法等について 

事務局から「資料４ 評価方法（案）」、「資料５ 評価コメント及び評点票」、「資料６ 技

術評価報告書の構成（案）」により、評価の方法等について説明がなされ、了承された。 

 

（６）閉会 

 「質問票」の提出期限を２０２２年１月２１日とし、また「資料５ 評価コメント票」の

提出期限を２０２２年１月２８日とすることを確認した。また、第２回評価検討会は日

程調整の上、委員に連絡することとした。 

 

以上 

 

お問合せ先 

製造産業局 航空機武器宇宙産業課 宇宙産業室 

電話：03-3501-0973 

 


